
 第９学年１組 理科学習指導案 

令和６年５月２１日（火）４校時 

授業者 宮下 健太 

１ 単元名  運動の規則性 

 

２ 単元の目標 

  物体の運動のようすをくわしく観察し，運動のようすを記録する方法を習得するとともに，物体の運動に

は速さと向きの要素があること，物体にはたらく力と運動のようすの規則性について日常生活と関連づけて

物体の運動について科学的に思考する能力や態度を養う。 

 

３ 評価規準 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 深い学びをデザインするために 

本単元では，運動のようすと力の関係について学習する。そこで，導入場面でさまざまなおもちゃ（車や

ボールなど）で遊ぶことを通して，気付いたことを共有していく。その中で運動と力の関係について焦点化

していき，探究の課題『力と運動はどのような関係なのだろうか？』を設定した。単元を通して課題を解決

することで，科学的に探究する力や態度が育成できるようになると考えられる。その単元を貫く課題を解決

するために，今日の課題（小単元の課題）を複数設定し，解決を図った。 

教科書の流れでは，力の合成と分解は運動の規則性の単元後に学習するように位置づけられているが，斜

面での力を考える際に，力の分力の考え方が不可欠となる。そこで，力の合成と分解の授業を第２，３時で

行った。 

第８時では，おもりを糸でつないだ力学台車を水平面上で運動させ，実験の結果を基に問題を見いだし，

今日の課題を設定する。水平面上を運動する力学台車の速さはおもりが落下している間はだんだん速くな

り，おもりが床に到達した後は一定になる。ここでは，力学台車の運動のようすが変化することに着目して

問題を見いだし，「力学台車の速さの変化は，おもりが力学台車を引く力とどのように関係しているのだろう

か？」という今日の課題を設定し，第９，１０時で解決する場面を設定している。教科書では斜面の傾きを

変化させる実験を中心に取り扱っているが，ここでは水平面上で力学台車を引く実験を扱う。斜面の実験に

比べて，水平面上で力学台車を引くことで容易に力の大きさを定量的に変化させることができる。また，面

に垂直方向に加わる力の大きさが水平面上では変化しないため，理論値に近い実験値を得ることが可能であ

る。生徒は，実験結果をグラフにして，比較しながら課題解決を図っていくため，その実験値は極めて重要

となる。したがって，本時の実験は水平面で行う。また，複数の実験データを処理して比較することで関係

を導き出していくため，ＯＨＰシートを用いて原点を揃えたり，カメラの「書類をスキャン」機能を活用し

たり他の班のデータを比較したり，思考の流れをとめない工夫を行う。本時は，これまでの知識・技能を活

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の規則性を日常生活や社会と

関連付けながら，運動の速さと向

き，力と運動についての基本的な

概念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。 

運動の規則性について，見通しを

もって観察，実験などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，物体の

運動の規則性や関係性を見いだし

て表現しているとともに，探究の

過程を振り返るなど，科学的に探

究している。 

運動の規則性に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもった

り振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

 



用して正確な実験データを得ることができるように工夫した。このようにすることで，生徒は科学的に探究

することができる。そして，このような場面では，思考・判断・表現と主体的に学習に取り組む態度の評価

を同時に行うことができると考えている。 

 

５ 指導と評価の計画（全 10時間 本時 9/10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 主な学習活動 重

点 

記

録 

備考 

1 おもちゃの車やボール，鉄球などを運動させ

てその運動のようすから探究の課題を設定す

る。 

態  主体的に取り組む態度/【行動観察，記述分析】 

運動のようすを変化させる要因について考えようと

している。 

自然事象に対する気づき→課題を設定する 

2 物体をつるした２本のゴムの角度とのびの関

係について考える。 

思  思考・判断・表現/【記述分析】 

２本のゴムを使って，２つの力が様々な角度ではた

らく場面を再現し，角度の大きさに応じたゴムのの

び方のちがいを見いだして表現している。 

自然事象に対する気づき→課題を設定する 

3 ばねばかりを用いて，角度をもってはたらく

２力と１つの力の関係を見いだし，力の合成

と分解について理解する。 

知  知識・技能/【記述分析】 

・力の合成と分解について理解している。 

・力の合成と分解を作図によって表す方法を身

に付けている。 

仮説を立てる→実験する→結果を整理する 

→考察・推論する→結論を示す 

4 ・身の回りの物体の運動のようすを詳しく観

察し，物体の運動の要素を調べる。  

・身近な物体の運動のようすを調べる実験を

行い，記録タイマーの正しい操作と物体の運

動のようすを定量的に記録する技能を身に付

ける。 

知 ○ 知識・技能/【行動観察，記述分析】 

・運動には速さと向きの要素があることを理解して

いる。  

・記録タイマーを正しく操作し，力学台車の運動の

ようすを調べる実験を行い，記録テープを適切に処

理する方法を身に付けている。 

自然事象に対する気づき→課題を設定する 

5 物体の運動の速さの変化について考える。 知  知識・技能/【記述分析】 

・平均の速さと瞬間の速さに着目し，物体の運動の

速さの変化に理解している。 

結果を整理する→考察・推論する→結論を示す 

6 坂道を自転車で下るとき，だんだん速くなる

経験を想起させ，斜面方向の力の大きさが斜

面の上・中・下でどのようになっているか考

え，測定して確かめる。 

知 ○ 知識・技能/【記述分析】 

・斜面方向の力の大きさは斜面のどこも同じである

こと，斜面方向の力は斜面の傾きが大きくなるほど

大きくなることを理解している。 

・斜面方向の力は重力の分力であることを作図で表

現している。 

自然事象に対する気づき→仮説を立てる→検証計

画を立てる→実験する→考察・推論する 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習 

(１)目標 

既習事項や実験結果を基に，落下するおもりが水平面上の力学台車を引くときの運動のようすの変化を説明

してようとしている。【学びに向かう力，人間性等】 

落下するおもりが水平面上の力学台車を引くときの運動のようすの変化から，力の大きさと速さの変化との

関係を見いだしている。【思考力・判断力・表現力等】 

(２)展開 

学習活動と予想される子どもの反応 見方 考え方 教師の支援（・） 評価 

１ 前時に設定した課題を確認する。 

（自然事象に対する気付き）量的 関係付ける  

・斜面上を下る台車の運動から時間と台車の速さは比例するこ

とが分かった。では，力の大きさと速さの変化はどのような関

係になるのだろうか？ 

「今日の課題」を確認する。（課題の確認） 

 

 

 

 

・前時に立てた課題と仮説について振り

返り，課題を解決したいという意欲をもて

るように促すとともに，本時の学習のゴー

ルを再確認する。 

 

 

 

 

 

 

課題 力学台車に働く力の大きさと力学台車の速さの変化はどのような関係になっているのだ

ろうか？ 

時 主な学習活動 重

点 

記

録 

備考 

7 斜面を使って，力学台車の運動のようすを

調べる実験を行い，実験の結果を分析して

解釈し，速さの変わり方の規則性を見いだ

す。 

思 〇 思考・判断・表現/【記述分析】 

実験結果から，斜面を下る力学台車の速さが時間と

ともに一定の割合で変化していることを見いだして

表現している。 

実験する→考察・推論する 

8 ・水平面上で，おもりを糸でつないだ力学

台車を運動させる実験を行い，実験の結果

を分析して力が働くときと働かないときの

運動のちがいに気付く。 

・おもりが落下したあとの物体の運動のよ

うすに注目し，力が働かない運動では物体

は等速直線運動をすることを見いだす。 

思 〇 思考・判断・表現/【記述分析】 

実験結果から，力学台車の運動のようすの違いに着

目して，力が働かない運動では物体は等速直線運動

をすることを見いだしている。 

自然事象に対する気づき→考察・推論する→実験す

る→結果を整理する→考察・推論する→結論を示す 

9 

本

時 

水平面上で，おもりが力学台車を引っ張る

ときの運動のようすに注目し，力の大きさ

と運動のようすの変化の関係を実験から見

いだす。 

態 〇 主体的に取り組む態度/【行動観察，記述分析】 

習得した知識・技能を活用して，力学台車に働く力

の大きさと力学台車の速さの変化を関係付け，課題

を解決しようとしている。 

自然事象に対する気づき→仮説を立てる→検証計画

を立てる→実験する→結果を整理する→考察・推論

する→結論を示す 

10 

 

運動の規則性に関する学習を振り返り，概

念を身に付けているかどうかを確認する。 

知 〇 知識・技能/【ペーパーテスト】 

運動の規則性に関する概念を身に付けている。 

重点：生徒の学習状況を把握する際に重点とする観点 

知…知識・技能   思…思考・判断・表現   態…主体的に学習に取り組む態度 

記録：○は，備考に書かれている評価規準に照らして，生徒全員の学習状況を記録に残す。 

無印は，観点別の評価規準に照らして指導を行い，特徴的な生徒の学習状況を確認する。 

 

 



２ 仮説を確認する。 

 おもりの質量によって力の大きさを定量的に変えた時，平面上

を力学台車がどのように運動するのか立てた仮説を確認する。 

（仮説を立てる）関係付ける  

・力の大きさが大きくなるほど，速さは速くなるだろう。 

・力の大きさと速さの変化は比例する 

→力の大きさが２倍，３倍，４倍と大きくなると速さの変化も２

倍，３倍と大きくなる。 等 

３ 実験の結果を整理する。 

（実験結果を整理する） 

前時の実験結果を書いた透明フィルムを返却する。 

自分の班の結果だけで考察へ移っていいだろうか？ 

・他の班のデータも参考にして，ミスデータがないようにする必

要がある。 

［整理］ 

・各班の実験結果をもとに，学級の時間と速さのグラフを作成す

る。 

［分析］ 

・力の大きさによってグラフの傾きがどのようにちがうのか比較

すると，力が大きいほど，傾きが急になっている。 

・グラフの同じ時間の速さに注目すると，その時点での速さは力

の大きさが２倍，３倍，４倍になると，速さも２倍，３倍，４倍に

なっている。 

・傾きの大きさを比べるために，比例定数を計算すると，力の大

きさが２倍，３倍，４倍になると比例定数も２倍，３倍，４倍にな

っている。                   など 

＊自分の考えを基に班や学級で話し合う。（協働する） 

 

４ 実験の考察をする。（考察・推論する） 

量的・関係的 比較する 関係付ける 

 最終的な自分の考えをワークシートの考察まとめる。（個人） 

 

５ ふりかえりシートを記入する。（振り返る） 

・本時を振り返り，試行錯誤しながら考えたことをワークシート

に記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時の仮説の共有場面で説明仮説と作

業仮説の両方が出ていたため，本時でも両

方とりあげ，より具体的な作業仮説につい

て考えていくように促す。 

 

 

 

 

・実験結果は，透明フィルムを用いて原点

の補正を行うことで，それぞれの力におけ

る速さの変化を比較できるように工夫す

る。 

・各班の実験結果をタブレットの機能（書

類をスキャン）を利用して同じようにグラ

フを撮影し，容易に比較できるように工夫

する。 

・結果のグラフから何がいえるのかを考

える場面を設定することで，多面的に結果

を読み取るように促す。また，何を考えた

らよいかわからない生徒には課題や仮説

が何だったかに立ち戻るように働きかけ

る。 

・他者と協働して考えを深めていけるよ

うに班での交流の後，特派員での意見交流

を行う。 

 

 

 

・「考察のポイント」をクラスルームにあ

げておき，考察のときのヒントが欲しい人

はそれを資料として読むことができるよ

うにする。 

・全員が自分の考えをしっかりと記述で

きるように考察やふりかえりを記述する

時間を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の視点 

【思考・判断・表現】 

実験結果を基に力学台車の速さの変化

と力学台車に働く力の大きさの違いを

関係付けて，説明している。（ワークシ

ート） 

【主体的に学習に向かう態度】 

既習事項や実験結果を基に，力学台車

に働く力の大きさの違いと力学台車の

速さの変化を関係付けて説明しようと

している。 

（ふりかえりシート，行動観察） 

 



(３)評価 

［主体的に学習に取り組む態度の評価］ 

 ふりかえりシートの記述分析の視点（生徒にも明示） 

１ どのような知識や技能を活用したか 

２ 誰とどのような対話をしたか 

３ どのように考えたり，何に気付いたりしたか 

＊思考・判断・表現の評価ではないため，結論が正しいか否かは判断基準に入れない。本時の変容を見取る。 

＊この３つの観点のうち，３つの内容が記述できれば評価Ａ，２つは評価Ｂ，１つ以下は評価Ｃとする。 

〇主体的に学習に取り組む態度の評価 

十分満足できると判断される状況

（Ａ） 

概ね満足できると判断される状況

（Ｂ） 

努力を要する状況への手立て 

「１どのような知識及び技能を活

用したか」と「２誰とどのような話

をしたか」，「３何に気付いたか」の

３点について記述している。 

「１どのような知識及び技能を活

用したか」と「２誰とどのような話

をしたか」，「３何に気付いたか」の

３点のうち２点について記述して

いる。 

（十分満足できる状況にするため

の手立て） 

ふりかえりの３つの視点を明記し

ておき，振り返りの際には再度，

視点を確認する。 

本時の課題を振り返りながら，自

分の考えの変容を認識できるよう

に口頭で質問しながら整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，ふりかえりシートの記述を主とした材料として行い，行動観察

の評価は補助的に行う。本時の行動観察では，既習事項の活用や理科の見方・考え方をはたらかせている姿を

見取る。本時の理科の見方・考え方とは，「量的・関係的」な見方，「比較」「関係付ける」「条件を制御する」

考え方を指す。 

〇思考・判断・表現の評価基準 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 努力を要する状況への手立て 

概ね満足できると判断される状況

に加えて，力の大きさと速さの変

化の割合は比例の関係であること

を具体的な見方を示して表現して

いる。 

実験結果のグラフから，力の大き

さと速さの変化の割合の関係につ

いて，自分なりの考えを見いだし

て表現している。 

（十分満足できる状況にするため

の手立て） 

数学の比例の学習（中１）と関連

付けて考えて，傾きに注目するよ

うに促す。 

・実験の結果から何が言えるか教

師が口頭で質問しながら整理して

いくことで理科の見方・考え方が

はたらくように支援する。 

・実験書の書き方のポイントをス

ライドで確認したり，口頭で確認

したりすることで支援を行う。 

評価Ａの例：１力が大きくなるとグラフの傾きが急になるという考えしか初めはなかったが，２友達の「グ

ラフの値に注目したら，力の大きさによって速さの変化は２倍，３倍になっている」という

考えを聞いて，３グラフをいろいろな角度からくわしく分析することの大切さやおもしろさ

に気付けた。 

評価Ｂの例：班で話し合うとき，自分の中で考えがあってもどう説明すればよいか分からず難しかった。

でも２友達の考えを聞くことで，３考えが変わったり，新たに疑問が生まれたり視野を広くも

つことができた。 

評価Ｃの例：３おもりが台車を引いたら，速さが大きくなった。 



 

 

 

 

 

 

 

評価Ａの例：実験結果の原点を通った直線（グラフ）から，力の大きさが２倍，３倍と大きくなるとグラ

フの角度が急になっており，台車の速さの変化の割合が２倍，３倍と大きくなっていた（力

の大きさが２倍，３倍と大きくなると同じ時間における速さが２倍，３倍と大きくなってい

た）。このことから力の大きさに比例して台車の速さは速くなると考えられる。 

評価Ｂの例：実験結果のグラフから，力が大きいほど台車は速くなっていた。このことから力の大きさが

大きいほど台車の速さの変化は大きくなると考えられる。 

評価Ｃの例：力が大きいほど台車は速くなった。 


